
詩 3 ッ  露古 

 

 

妬み 
 

鮭は妬んでいる 

しゃくしゃくと噛みしだくおまえの 

白い歯をぬっと突き出た舌に絡まれてねっとりと 

嗤う 

鬢に風が散る 

おまえは 喰うのか 

 

 

 

 

オディールのために 
 

靴を買ってちょうだい 

星の城はしゃんしゃら 

風の街はくーるる 

誰よりうまく踊るから 

私に靴を買ってちょうだい 

 

 

 

 

陽気な朝 
 

蜘蛛、焚く 

糸、焚く 

露、 

焚く焚く 

陽気な朝のまじないに 

蜘蛛のふりして 


